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平成 28 年 9 月 28 日（水）、公益社団法人日本材料学会東海支部の会員 39 名が名古屋港に 

ついて学びました。 

本見学会では、座学及び港内見学において、中部地方整備局が行っている港湾整備事業の 

概要や重要性、名古屋港の果たす役割などを紹介しました。 

 

      

座学中の様子                       港内見学中の様子 

 

本見学会は公益社団法人日本材料学会東海支部が定期的に主催する見学会・講演会として企

画され、見学者の方を 2 班に分け、それぞれの班が座学と港内見学に交代で参加しました。 

座学では、名古屋港の概要及び各ふ頭の特徴、現在実施されている事業などを紹介しました。 

参加者の方からは、ポートアイランドに処分された土砂や、コンテナ船の大型化に伴う名古屋港

の対応に関してなど、多くの質問がありました。 

また、港内見学では熱心に説明に耳を傾けたり、あまり見る機会がない船上からの名古屋港の

風景を写真に収めるなど、関心を持っていただけた様子でした。 

 

■配布先  中部地方整備局記者クラブ、専門紙記者会、名古屋港記者クラブ、港湾新聞、 

港湾空港タイムス、日本海事新聞、海事プレス 

■問合せ先 

  国土交通省 中部地方整備局 名古屋港湾事務所 

  企画調整課 三﨑（みさき） TEL ０５２－６５１－６７６３ FAX ０５２－６５２－０３０３ 

港湾の現場で技術を学ぶ 

～公益社団法人日本材料学会東海支部の会員３９名が名古屋港について学ぶ～ 


